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1 本論の目的 

 本論の目的は、「ブランド化」という概念を用いて、テロ対策の考察や予測ではなく、

「ブランド化」するテロリズムという分析枠組みを通じて混乱した国際社会を理解する上

での新たな分析視覚を提供することにある。 

本論はなぜ近年のテロリズムが「ブランド化」するのか、社会学の「ブランド化」の

概念を援用し、メディア研究で蓄積のある社会学の成果を用いて立証していく。テロリズ

ムは警察力や軍事力では完全には対処できない。国家が武力行使に至ったとしても、それ

はテロ組織にとってプロパガンダの材料として利用され、むしろテロリズムを活発化させ

る可能性もある。「ブランド化」するテロリズムに対処するには、情報力が新たな力とな

ると考える。 

 

2 本論の構成 

論文の構成は以下のとおりである。 

序章では本論の目的、構成そして基本概念の定義を行う。 

「第１章 テロリズムの「ブランド化」」では、「ボードリヤールの「ブランド化」」で、

ボードリヤールの『消費社会との神話と構造』（ボードリヤール 2015）とジョナサン・マ

トゥシッツの論文（マトゥシッツ 2018）を先行研究に、「ブランド化」する現代テロリズ

ムを考察する。また「「ブランド化」の背景」では、既存のテロリズムが「ブランド化」

するに至ったのかを『テロの経済学』（クルーガー2008）を参考に考察していく。 

「第 2 章メディアにおけるテロリズム」では、「1 マスメディアとテロ」で、新聞や

ニュース報道といったオールドメディアとテロリズムの関係性を『メディアとテロリズ

ム』（福田 2009）を先行研究として考察する。また、「2 ネット社会とテロ」では、イ

ンターネットの普及により、情報収集が容易になったと同時に、テロ組織、集団にとって

も新しい情報発信の場を獲得したことからうまれる弊害を、メリッサ・J・モーガンズの

論考（モーガンズ 2017）を取り上げて考察する。「3 メディア・リテラシーとテロ」

で、メディアの発達によってグローバル化が加速する中でテロリズムが国際関係に与える

影響を『メディア論』（マクルーハン 1987）をもとにして考察する。 

「第 3 章アルカイーダと ISIS」では、「1 アルカイーダのメディア戦略」で、アグネ

ス・ハンキスの論考（ハンキス 2019）をもとにアルカイーダがどのような広報活動をし

てきたのかを述べる。「2 ISIS のブランド戦術」では、ISIS の実態を述べている『イス

ラーム国』（アトワーン 2015）と ISIS のメディア戦略を取り上げたアスマ・シャキリ・

ハワヤとアスマ・ハッサン・カーン共著の論考（2015）を基にして考察を行う。「3 ア

ルカイーダと ISIS の差異」では、前述の考察を基に、アルカイーダと ISIS の比較から

見えるテロリズムの変化と「ブランド化」する上で与える影響を考察する。  

 

3 結論 

 アルカイーダや ISIS といったテロ組織によるテロリズムの「ブランド化」は、国家や

国際社会が展開するテロ対策を困難にするだけでなく、消費者である個人やコミュニティ

に対しても、差別や分断などを引き起こす要因となった。ISIS が壊滅した後も、インタ

ーネット上で ISIS は「ブランド」として残り、恐怖を拡散し続けている。 
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 テロリズムが「ブランド化」する現代において、国家や国際社会が中心となってテロ対

策を行うだけでは不十分であり、このようなテロリズムを対処するにはメディアやインタ

ーネットの消費者である個人の存在が必要となる。特に個人が「情報ネット力」を身に着

けることが重要である。メディア・リテラシー以上に情報収集に責任を持つ力、「情報ネ

ット力」は今後、インターネット社会が人々の生活に浸透していく中で重要なスキルであ

り、「ブランド化」するテロリズムに対処する手段として、提案できるのではないかと予

測される。 
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